
登熟期間の高温にも対応した水稲「コシヒカリ」の穂肥施用法 

［要約］「コシヒカリ」において、穂肥は 1回目(幼穂 1mm 確認 7 日後)2kgN/10a－2 回目(幼

穂 1mm 確認 14 日後)2kgN/10a の分施体系を基本とすると、登熟期間が高温であっても収量

を一定確保しつつ玄米の整粒歩合の低下を抑える。 
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［実施期間］ 平成 20 年度～平成 22 年度 

［部会］ 農産 ［分野］ 高品質化技術 ［予算区分］ 県単 ［成果分類］ 普及

 

［背景・ねらい］ 

 近年、白未熟粒が原因の 1等米比率の低下が著しくなっている。これは、温暖化の影響

により水稲初中期の生育が旺盛となり、籾数が過多となって生育後期には栄養凋落傾向と

なることに加えて、登熟期間に籾へのデンプン蓄積が不良となることが要因と見られてい

る。一方、食味への影響が大きい玄米タンパク含量の低減のため、穂肥の減肥が慣行的に

行われていることも、栄養凋落を助長していると考えられる。そこで、本県主要品種であ

る「コシヒカリ」について、登熟期間が高温であっても収量を一定確保しつつ玄米の整粒

歩合の低下を抑える穂肥施用法を明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

①穂肥窒素の水稲各部位への移行量は、施用時期が早いほど登熟初中期に光合成の盛んな

上位 3 葉身への転流率が高い。また、施用時期が遅いほど登熟初期には稈や葉鞘などそ

の他の部位の蓄積が多く、登熟中後期にかけて籾への移行が多くなり、玄米タンパク含

量が高まり、玄米収量は大きく低下する(図１)。 

②穂肥の総窒素施用量 3㎏/10a では、気象(2008 年：登熟期が高温、2009 年：登熟期が低

温)や作土土性(砂壌土および埴壌土)が異なる条件でも、精玄米重は 1 回目 2kg/10a－2

回目 1kg/10a で多く、整粒歩合は 1 回目の施用量を減らし 2 回目を多くすることで高ま

るが、玄米収量を低下させずに整粒歩合を高めることは難しい(図２)。 

③穂肥の窒素施用量は、気象(2009 年：登熟期が低温、2010 年：登熟期が高温)や作土土性

(砂壌土および埴壌土)が異なる条件でも、1 回目 2kg/10a－2 回目 1kg/10a よりも

2-2kg/10a で精玄米重が向上し整粒歩合が同等以上確保できることから、総窒素施用量

を 4kg/10a とし、施肥体系は 2-2kg/10a の分施を基本とする(図３)。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

①有機物施用や深耕等の土づくり、基肥および追肥の減量、細植、適正な栽植密度、水管

理等の対策技術と適期収穫を併せて実践することで収量、品質の安定化を図ることがで

きる。 

②穂肥の総窒素施用量を 4kg/10a とすることで、3kg/10a に比べ玄米タンパク含量がやや

高まることに留意する。 

③穂肥は分施体系 2-2kg/10a を基本とするが、幼穂形成期までの水稲の生育状況に応じた

分施方法については、今後の課題である。 
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　図１　施肥窒素の水稲各部位吸収量の推移(2009)

　　　図２　穂肥量3kgN/10aにおける分施体系と精玄米重、整粒歩合(2008，2009)

　　　図３　穂肥施用量と精玄米重、整粒歩合(2009，2010)

注1)玄米ﾀﾝﾊﾟｸ含量はｹﾙﾀﾞ
      ｰﾙNに5.95を乗じた値．
      精玄米重とともに，水分
　　  14.5%換算値．

［具体的データ］ 
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